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令和４年度事業報告 

 

 国及び新潟県から受託した発掘調査を実施し、埋蔵文化財の調査研究を行うとともに、埋蔵文化財

に親しむ機会の提供・普及啓発を図り、文化振興への寄与を目的に以下の事業を推進した。 

 

１ 事業及び推進体制 

 (1) 事 業 

  ア 埋蔵文化財の調査及び研究 

  イ 埋蔵文化財保護思想の普及 

  ウ 埋蔵文化財調査技術の指導及び研修 

  エ 出土遺物の保存処理 

  オ 埋蔵文化財に関する資料の収集、保存及び刊行 

 

 (2) 組 織 （令和５年３月 31 日現在） 

  ア 評議員会(4) 

 

  イ 理事会 

         理事長(1)        専務理事(1)        理 事(2) 

監 事(2) 

 

  ウ 事務局（職員数 31 内訳：正職員 1、県派遣職員 12、嘱託員 18） 

    事務局長   総務課長             班長 (1)、嘱託員(3) 

 

                   【本発掘調査・整理】 

            調査課長     課長代理(2)   専門調査員(3) 

                            文化財調査員(1) 嘱託員(6) 

 

                   【普及・資料・保存】 

                       普及･資料課長               班長(2)、嘱託員(9) 

 

  エ 事務所 

     本  部    新潟市秋葉区金津９３番地１ 

              新潟県埋蔵文化財センター 

 

２ 発掘調査受託事業 

国土交通省建設事業に関わる発掘調査及び整理・報告作業を実施した。 

 (1) 本発掘調査［資料１］ 

   当初予定は９遺跡延べ 27,183 ㎡であったが、年度途中で調査の実態に合わせた対象面

積の変更により、最終的には９遺跡延べ 28,414 ㎡を発掘調査した。 
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(2) 整理・報告作業 

ア 整理作業を実施した遺跡   19 遺跡（事業数） 

   （Ｒ４年度調査分：９遺跡、Ｈ３年度以前調査分：10遺跡） 

イ 調査報告書を刊行した遺跡  ２遺跡：２冊［資料２］ 

 刊 行：随時、300 部  

配布先：都道府県・県内市町村教育委員会、図書館、博物館、埋蔵文化財関係機関 

 

３ 保存処理［資料３］ 

(1) 木器保存処理 

ア 大型木製品 洗浄～記録作成（修正）、トレハロース含浸  11 遺跡(252 点) 

          表面処理                 18 遺跡(292 点) 

(2) 金属器保存処理 

ア 鉄製品   記録作成～修復               9 遺跡(182 点) 

イ 青銅製品  記録作成～修復              11 遺跡(123 点) 

 

４ 資料整理･管理 

  発掘調査による出土品及び記録類を保管するとともに、考古学・歴史学などの学習・研究資料と

して活用した。 

(1) 保管 

ア 出土品・記録資料の保管 

    出土品 1,181 箱、記録資料 17 箱、図面ファイル 44冊を収蔵庫及び資料保管室に保管（箱は

54×34×10 ㎝換算） 

イ 図書類の保管 

    2,220 冊（購入 87 冊、寄贈 2,133 冊）の新着があり、蔵書数は 89,500 冊余となった。 

(2) 資料の活用・貸出・閲覧 

ア 出土品、写真等の貸出 

    貸出件数 35 組織･団体･個人（出土品 7,587 点、写真・記録データ 63 点） 

イ 閲覧者数 

資料室（図書）外部利用者（93 人）、遺物閲覧者（22 人）、入館者（17,163 人）［資料４］ 

 

５ 普及啓発事業 

調査成果の公開・活用や埋蔵文化財保護思想の普及啓発を目的に、発掘調査現地説明会や新潟県

教育委員会との共催による企画展の実施、遺跡発掘地での県保有考古資料展示会、広報誌の刊行、

体験学習受入れ等の事業を行った。また、財団が独自に国庫補助を受け普及事業の充実に努めた。 

(1) 普及啓発 

ア 企画展 

(ｱ) 企画展１『地味にすごい！下越の縄文時代』 

会 場：埋蔵文化財センターエントランス展示コーナー 

期 間：令和４年４月 22日（金）～９月 25日（日） 
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内 容：新潟市・村上市・阿賀野市・胎内市・阿賀町と共催し、下越地方の個性的な縄文

時代の出土品を展示した。 

観覧者：8,413 人（県埋文センター）、新潟市 4,229 人、村上市 781 人、阿賀野市 534 人、

胎内市 2,661 人、阿賀町 481 人 入館者合計 17,099 人 

(ｲ) 企画展２『謎の越後国府に迫る』 

会 場：埋蔵文化財センターエントランス展示コーナー 

期 間：令和４年 10 月７日（金）～12 月 18 日（日） 

内 容：未だ謎とされる越後国府について、新潟県が発掘調査を行った有力遺跡の出土品

の展示を行った 

観覧者：3,924 人 

(ｳ) 企画展３『発掘！新潟の遺跡 2022』 

会 場：埋蔵文化財センターエントランス展示コーナー 

期 間：令和５年１月 13日(金)～３月 21 日(火・祝)  

内 容：公益財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団が、令和４年度に発掘調査を行った村

上市上野遺跡、柏崎市丘江遺跡、南魚沼市六日町藤塚遺跡、南魚沼市金屋遺跡、上

越市下割遺跡の５遺跡を展示した。 

観覧者：2,756 人 

(ｴ) 常設展示 

          速報コーナーで、下割遺跡や六日町藤塚遺跡・坂之上遺跡の展示を行うとともに、「まい

ぶんの道具箱」として実測具や実測図を展示した。その他、Pickup 展示として勾玉作り、火

起こし道具を展示、また、ロビーには、「少年少女考古学教室」参加者によるポスターと作

品の展示を行った。  

            

イ 講演会 

(ｱ) 新潟県埋蔵文化財センター講演会 

会 場：新潟県埋蔵文化財センター（全９回） 

参加者：延べ 321 人（R３年度:延べ 465 人）各回定員 40 人、オンライン配信 615 人 

・第１回 『企画展１の見どころ 』 

開催日：令和４年４月 24日（日） 

講 師：新潟県観光文化スポーツ部 滝沢 規朗 

・第２回 『縄文文化の領域と下越の地域性』 

開催日：令和４年５月 22日（日） 

講 師：國學院大學教授 谷口 康浩 

・第３回 『苗場山麓からみた下越の縄文』  

開催日：令和４年６月 12日（日） 

講 師：津南町教育委員会 佐藤 雅一 

・第４回 『阿賀野川上流域の縄文ムラ』 

開催日：令和４年７月 10日（日） 

講 師：阿賀町教育委員会 阿部 泰之 
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・第５回 『阿賀野川流域の縄文時代後期』 

開催日：令和４年８月 21日（日） 

講 師：阿賀野市生涯学習課 古澤 妥史 

・第６回 『下越における縄文時代のおわり』 

開催日：令和４年９月 11日（日） 

講 師：新潟県埋蔵文化財センター 荒川 隆史 

・第７回 『越後国府に迫る』 

開催日：令和４年 10 月 10 日（日） 

講 師：奈良大学名誉教授 坂井 秀弥 

・第８回 『発掘調査からみた高田平野と越後平野』 

開催日：令和４年 11 月 20 日（日） 

講 師：新潟県埋蔵文化財センター 春日 真実 

・第９回 『文献史料からみた越後国の成立』 

開催日：令和４年 12 月 11 日（日） 

講 師：新潟大学名誉教授 小林 昌二 

 

(ｲ) 水曜日の職員講座（市町村専門職員による講座。平日の昼間に５回計画し３回開催） 

会 場：新潟県埋蔵文化財センター 

参加者：延べ 78 人、各回定員 40 人、オンライン配信 178 人 

・第１回『史跡 斐太遺跡群 釜蓋遺跡の発掘調査』 → 雪害中止 

開催日（予定）：令和４年 12 月 21日（水） 

講  師（予定）：湯尾 和広（上越市教育委員会） 

・第２回『小千谷の遺跡 最前線！～モノと地形から読み取る小千谷の特徴～』→雪害中止 

開催日（予定）：令和５年１月 25日（水） 

講 師（予定）：白井 雅明（小千谷市教育委員会） 

・第３回『新潟県での古墳時代のお祭り』 

開催日：令和５年２月８日（水） 

講 師：金田拓也（新潟市文化スポーツ部） 

・第４回『発掘調査からみた新発田城』 

開催日：令和５年２月 22日（水） 

講 師：石垣 義則（新発田市教育委員会） 

・第５回『古林古墳群とその時代－銀象嵌装飾柄頭からみえること－』 

開催日：令和５年３月 15日（水） 

講 師：藤本 玲子（魚沼市教育委員会） 

 

ウ 少年少女考古学教室 

会 場：埋蔵文化財センター（全４回）  

参加者：延べ 57 人（R３年度：延べ 59 人）   

内 容 

・第１回：令和４年７月３日（日）縄文時代はどんな時代？-土器作り体験- 
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・第２回：令和４年８月４日（木）遺跡に行こう！-発掘と縄文ポシェット作り体験 

→ 当日は、降雨のため屋外行事は中止し、センター内で勾玉・管玉作り、縄文ポ

シェット作り、縄文原体作り及びクイズに変更 

・第３回：令和４年 10 月９日（日）縄文人の技を体験しよう-石斧・土器煮炊き体験- 

・第４回：令和４年 12 月４日（日）学んだ成果を伝えよう-まとめと作品展示- 

  

エ 見学会・体験会 

会 場：埋蔵文化財センター（全３回） 

参加者：延べ 22 人（R３年度：延べ 62 人） 

内 容 

・第１回：令和４年４月 27 日（水）センター見学会 

・第２回：令和４年９月７日（水）ミニ土器作り 

・第３回：令和４年 11月 16 日（水）遺物観察・体験 縄文土器の観察、須恵器の拓本体験 

 

オ 第 26 回 遺跡発掘調査報告会 

会 場：埋蔵文化財センター 

日 時：令和５年３月５日（日） 

内 容：令和４年度の調査結果報告とシンポジウム 

「南魚沼市金屋遺跡からみた古代上野と越後」 

講演会「古代上野と越後の交流」 

講師：（公財）群馬県埋蔵文化財調査事業団 神谷佳明 

参加者：42人（R３年度：31 人） 定員 40人  オンライン配信 62人 

  

カ 発掘調査現地説明会等［資料５］ 

４遺跡で４回開催し、延べ 499 人が参加した。（R2 年度：394 人） 

このほか、柏崎市丘江遺跡の金箔が押された木製塔婆と、村上市上野遺跡の焼人骨集積土坑

の公開を行い、延べ 233 人が参加した。 

   

キ 校外学習・出前授業 

(ｱ) 学校教育の場として埋蔵文化財センターの施設・設備を提供し、火起こし、勾玉作り、石

器使用などの体験、教材貸出し及び展示見学などの校外学習支援、指導者を派遣しての出前

授業を実施した。新型コロナ前と同等の実施回数となった。 

・校外学習：38 校 2,635 人（R３年度：39 校 2,545 人） 

・職場体験：４校 22 人（R３年度：４校 20 人） 

・出前授業：11 校 765 人（R３年度：13 校 574 人） 

(ｲ) 団体来館者への展示内容解説 11 団体 204 人（R３年度：８団体 132 人） 
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ク 近隣施設等との協力事業 

(ｱ) フラワースタンプラリー（第 12 回） 

新潟県立植物園などが主催する「フラワースタンプラリー」に参加し、応募者への商品と

して勾玉つくりセットを提供した。 

期 間：平成４年４月 16日（土）～令和４年６月 19 日（日） 

(ｲ) にいがたぐるっとミュージアム 

新潟県が企画した「美術館・博物館等支援事業」（にいがたぐるっとミュージアム）のス

タンプラリー対象施設に参加し、情報発信を行った  

期 間：平成４年７月 14日（木）～令和５年２月 28 日（火） 

 

(2) 広報誌・調査研究誌の刊行等 

ア 『埋文にいがた』第 118～120 号 

刊 行：年３回（８・11・３月） 2,000 部（各号） 

配布先：小・中・高校・大学、市町村教育委員会、図書館、博物館、他関係機関 

 

イ 『年 報』（Ｒ３年度版） 

刊 行：年１回、30 部・電子版をホームページで公開 

配布先：発掘調査事業者、他関係機関 

 

ウ 『研究紀要』第 13 号 

刊 行：R５年３月 31 日 300 部 

配布先：都道府県・県内市町村教育委員会、図書館、博物館、埋蔵文化財関係機関 

 

エ ホームページ・メールマガジン、ソーシャルメディアによる情報の提供 

埋蔵文化財センターの催し物や事業内容、発掘現場の様子、「埋文にいがた」などの情報を

掲示・配信した。 

(ｱ) アクセス・閲覧数 

・ホームページアクセス数：30,698 件（Ｒ３年度：26,846 件） 

・Facebook：55,020 件（Ｒ３年度：89,437 件） 

・Twitter：378,888 件（Ｒ３年度：1,095,205 件） 

(ｲ) 投稿数 

・Facebook：164 件（Ｒ３年度：476 件） 

・Twitter：211 件（Ｒ３年度：507件） 

・メルマガ：10 件（Ｒ３年度：29 件） 

(ｳ) フォロワー・登録数 

・Facebook：930 件（Ｒ３年度：769 件） 

・Twitter：2,262 件（Ｒ３年度：1,752 件） 

・メルマガ：30 件（Ｒ３年度：31 件） 

・YouTube チャンネル：324 件（Ｒ３年度：124 件） 
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オ  年間パンフレット 

埋文センターが行う普及事業を紹介する令和４年度年間パンフレット（20,000 部）を作成 

し、来館者や県内外の博物館等の施設に配付して積極的な広報を展開した。 

 

６ 会議等 

(1) 評議員会 

 ア 定時評議員会 

    日  時：令和４年６月 17 日（金）午前 10 時から 

会  場：新潟県埋蔵文化財センター 研修室 

決議事項：令和３年度事業報告及び決算、役員の改選 

イ 臨時評議員会 

日  時：令和５年３月 29 日（水）書面開催 

決議事項：役員の選任 

 

(2) 理事会 

ア 第１回定例理事会 

日  時：令和４年５月 30 日（月）午前 10時から 

会  場：新潟県埋蔵文化財センター 研修室 

決議事項：令和３年度事業報告及び決算、任期満了に伴う次期役員候補者の推薦、定時評議

員会の開催、任期満了に伴う次期評議員候補者の推薦、任期満了に伴う次期評議員

選定委員の選任 

イ 臨時理事会 

日  時：令和４年６月 17 日（金） 

決議事項：理事長及び専務理事の選定 

     ※定款第 39 条（決議の省略）により、文書による同意 

ウ 第２回定例理事会 

日  時：令和５年３月 23 日（木）午前 10時から 

会  場：新潟県自治会館 401 会議室 

決議事項：令和４年度事業計画の一部変更、令和４年度収支補正予算、令和５年度事業計画

及び収支予算、諸規程の一部改正、役員の推薦、臨時評議員会の招集 

 

(3) その他の会議等 

ア 全国埋蔵文化財法人連絡協議会（全埋協） 

・総 会           令和４年６月 16日（木）       群馬県 

・役員会（第１回）      令和４年５月 12日（木）        WEB 開催 

・役員会（第２回）           令和４年 12月１日（木）・２日（金） 東京都 

・中部・北陸ブロック連絡会議 令和４年 10 月 14 日（金）       新潟県 

イ 北陸五県協議会       令和４年 10月 18 日（火）       WEB 開催 
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７ 埋蔵文化財調査技術の指導及び研修   

日々進展している内外の各種情報を共通認識し情報の共有化を図るとともに、発掘調査業務に対

して迅速に対応するため、職員研修への参加及び安全衛生研修等を実施した。また、要請に応じて

市町村等への発掘調査技術指導等を行った。 

 

(1) 市町村等発掘調査技術指導等 

13 団体からの依頼で、埋蔵文化財の調査研究（専門研修会講師、調査指導・助言、委員会委員

等）、普及（報告、講演等）に関連した事業に延べ 19 回の協力を行った。 

 

(2) 職員研修 

  ア 文化庁埋蔵文化財担当職員等講習会 

・ 令和４年８月 31 日（水）〜９月１日（木） オンライン参加 

・ 令和５年２月８日（水）〜10 日（金） 長崎県佐世保市 

イ 埋蔵文化財専門職員実務研修 

・ 令和４年 12 月 16 日（金） 新潟県埋蔵文化財センター 

・ 令和５年２月 21 日（火）～22 日（水） 新潟県庁 

ウ 関東甲信越静地区埋蔵文化財担当職員共同研修協議会 

・ 令和４年 12 月 20 日（火） オンライン参加 

 

(3) 安全衛生研修等 

ア 救急救命講座  

期 日：令和４年７月 29日（金） 

内 容：救急法に係る基礎講習（きず、熱中症等の手当） 

講 師：日本赤十字社新潟県支部 指導員 

イ 消防訓練  

期 日：令和４年９月 30日（金） 

内 容：火災時の通報、避難、非常呼び出し及び消火器放水等の訓練 

講 師：新潟ニッタン(株) （消防設備点検委託業者） 

ウ ハラスメント研修  

期 日：令和４年８月 26日（金） 

内 容：ハラスメントの内容、予防方法及び事業主の講ずべき措置等の講習 

講 師：新潟県雇用労働相談センター 社会保険労務士 
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国
土
交

通
省

合　計
28,414

令和５年度
以降

高田河川国
道事務所

国道253号
上越三和道路

下割
（Ⅹ）

上越市三和
区米岡・北

田中・鶴町

4/21
～

11/17
5,436

縄文

古墳
古代
中世

〈遺構〉
　掘建柱建物・井戸・土坑・ピッ
ト・溝・畑作溝・水田遺構・祭祀
跡

〈遺物〉
　土器・土師器・須恵器・陶磁
器・石器・木製品

令和５年度
以降

新潟国道
事務所

国道8号
柏崎BP

丘江
（Ⅺ）

柏崎市田塚
3丁目ほか

5/9
～

11/30
5,733

長岡国道
事務所

国道253号
八箇峠道路

金屋
（Ⅴ）

南魚沼市余

川字金屋道
上

5/9

～
8/10

1,794
古代

〈遺構〉
　土坑・ピット・溝・性格不明遺

構・自然流路
〈遺物〉
　土師器・須恵器・鉄製品

5,776

報告書

刊行予定

令和４年度実績　本発掘調査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

事 業 者 路　線
遺跡名

（回数）
所在地

調査

期間

面積（㎡）
上段：当初
下段：実績

主な

時代
主な遺構・遺物

蕪木
（Ⅲ）

阿賀野市堀
越

4/15
～

7/5

9/26
～

11/16

422

古代
中世

〈遺構〉
　土坑・溝・ピット
〈遺物〉

　土師器・陶磁器・木製品

令和５年度

国道49号
阿賀野BP

山口野中
（Ⅳ）

144

589

阿賀野市月
崎

7/13
～

7/29
81

縄文
古代

中世

〈遺構〉

　溝・ピット
〈遺物〉
　土器・珠洲焼

令和５年度

687

国道7号
朝日温海道路

上野
（Ⅵ）

村上市猿
沢・桧原

4/25
～

11/30

石船戸東

（Ⅳ）

阿賀野市百

津

5/16

～
8/22

9/20
～
11/7

令和５年度
以降

2,775国道17号
六日町BP

六日町藤
塚

（Ⅴ）

南魚沼市余
川字藤塚

4/18
～

11/24
3,577

古墳
古代
中世

〈遺構〉

　掘立柱建物・土坑・ピット・
溝・土器集積遺構
〈遺物〉
　土器・須恵器・土師器・珠洲

焼・政治・石製品・金属製品

令和５年度
以降

3,183
六日町藤

塚
（Ⅵ）

南魚沼市余
川字藤塚

4/18
～

11/24

27,183

令和５年度
1,373

8,560
縄文

<遺構>
　平地建物・掘立柱建物・竪穴建

物・石囲炉・焼土（地床炉）・土
坑・ピット・自然流路・焼人骨集
積土坑
<遺物>

　土器・土製品・石器・石製品

令和５年度
以降

中世

〈遺構〉
　掘立柱建物・井戸・土坑・溝・
ピット

〈遺物〉
　土師質土器・珠洲焼・金属製
品・木製品

4,900

1,547

1,438

7,582

弥生
古代
中世

〈遺構〉
　流路・水田・杭列・井戸・土
坑・ピット・溝
〈遺物〉

　土器・土製品・石器・石製品・
木製品木製品・金属製品

資料 １
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令和４年度実績　刊行報告書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｼﾘｰｽﾞ№
発行日

報告書名
所在市町村

体裁
頁数

事業名
調査
年度

遺跡名 種別
主な
時代

主な遺構 主な遺物

第292集
R4.08.31

堂古遺跡Ⅱ
第３次調査

上越市

Ａ4
版

76頁

一般国道253号
上越三和道路

R３

堂
古
遺
跡

散布地
集落跡

古代
中世

井戸17基、溝６
条、土坑３基、
ピット69 基

土師器、須恵器、土
師質土器、珠洲焼、
越前焼、瀬戸美濃
焼、青磁、白磁、砥
石、石硯、鎌、銭
貨、鉄滓、鍛冶滓・
羽口、曲物

第293集
R4.12.09

大川城跡
村上市

Ａ4
版

64頁

日本海沿岸東北
自動車道（国道
７号朝日温海道
路）

R３

大
川
城
跡

城館跡

南北
朝
～

安土
桃山

散布地
近世
～

近代

溝５条、犬走り
２条

磁器、石製品（砥
石）、鉄製品

資料 ２
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① 大型木製品の保存処理

② 金属製品の保存処理待ち遺物の状態確認

遺物
種類

分　類 作業内容 対象遺物
数量

（点）

洗浄～記録作成(修正）

木製品 大型木製品

180集中曽根Ⅱ、209集前波南Ⅱ、210集荒町南新田、
211集六反田南Ⅱ、212集中田原Ⅱ、218集下新保高田、
219集六反田南Ⅲ、221集古渡路、223集村前東Ａ ほか

252

トレハロース含浸

表面処理
（R３年度含浸）

157集住吉、176集窪田、179集桜林、182集岩ノ原、
189集寺前、192集大館、193集谷地、210集荒町南新田、
212集中原田Ⅱ、223集村前東Ａ、228集山岸　ほか

　令和４年度 保存処理実績

１ 重点項目

２ 保存処理対象遺物

292

金属製品

鉄製品 記録作成～修復
232集境塚、236集二反割、237集柄目木Ⅱ、239集宮花町、
241集山崎、246集剣野沢、247集小船渡、248集山口野中
ほか

182

青銅製品 記録作成～修復
140集東原町、232集境塚、233集川久保、234集千古作Ⅱ、
237集柄目木Ⅱ、239集宮花町、241集山崎、244集姫御前Ⅲ、
246集剣野沢、247集小船渡　ほか

123

資料 ３

年月 2022 2023

作業内容 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

大型槽含浸 209集前波南Ⅱ、210集荒町南新田ほか
廃液

大型槽(古)含浸 221集古渡路、223集村前東Aほか 廃液

表面処理 R３年度処理分

R３年度報告書刊行分台帳作成・洗浄・収納

鉄製品・青銅製品の保存処理

収蔵庫3・保管棟・ﾋﾞﾆｰﾙﾊｳｽの点検(水換えなど) 随時

木製品
保存処理

洗浄～記録作成

金属製品保存処理

３ 作業内容とスケジュール
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  埋蔵文化財センター入館者数の推移（Ｈ8.10.1開館）
（人）

年度
4月～6月

（第1四半期）

7月～9月

（第2四半期）

10月～12月

（第3四半期）

1月～3月

（第4四半期）
計

Ｈ8 3,016 951 3,967

Ｈ9 2,837 1,819 3,950 1,036 9,642

Ｈ10 4,967 1,944 1,654 441 9,006

Ｈ11 3,538 950 1,092 587 6,167

Ｈ12 3,248 1,370 1,438 255 6,311

Ｈ13 3,270 1,345 1,322 485 6,422

Ｈ14 3,401 1,110 1,504 533 6,548

Ｈ15 3,386 1,333 1,218 547 6,484

Ｈ16 3,160 1,798 1,172 548 6,678

Ｈ17 3,581 1,978 1,068 457 7,084

Ｈ18 3,247 1,426 1,828 677 7,178

Ｈ19 3,208 1,947 1,901 712 7,768

Ｈ20 2,775 1,934 2,141 660 7,510

Ｈ21 2,916 2,072 1,804 463 7,255

Ｈ22 2,635 2,249 1,450 518 6,852

Ｈ23 2,578 2,030 1,688 328 6,624

Ｈ24 1,918 2,609 1,687 580 6,794

Ｈ25 2,207 2,243 1,326 937 6,713

Ｈ26 2,082 2,082 1,836 919 6,919

Ｈ27 2,463 2,232 1,653 649 6,997

Ｈ28 2,846 1,666 2,077 911 7,500

Ｈ29 5,510 3,333 3,664 2,454 14,961

Ｈ30 6,358 3,899 3,832 2,914 17,003

Ｒ1 6,111 4,999 4,868 1,632 17,610

Ｒ2 2,681 4,361 4,859 2,353 14,254

Ｒ3 4,868 3,830 4,564 3,348 16,610

Ｒ4 5,270 4,215 4,228 3,450 17,163

計 91,061 60,774 62,840 29,345 210,247

資料 ４
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（第2四半期）

10月～12月
（第3四半期）
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計
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１　現地説明会

２　公開

国道８号柏崎バイパス 丘江遺跡Ⅺ

令和４年度実績　発掘調査現地説明会等

事業者 事業名 遺跡名 所在地 主な時代 開催日

柏崎市
弥生・中

世
９/３（土）

上野遺跡Ⅵ 村上市 縄文 ９/10（土）

参加人数
（名）

64

事業者

国
土
交
通
省

203

127

国道253号上越三和道路 下割遺跡Ⅹ 上越市
縄文・古
墳・古代

10/27（土） 105

国道17号六日町バイパス
国道253号八箇峠道路

六日町藤塚遺跡
Ⅴ・Ⅵ

南魚沼市
古墳・古

代
11/３(水・

祝)

国道７号朝日温海道路

499

国道８号柏崎バイパス
丘江遺跡

木製塔婆公開

柏崎市・
埋文セン

ター
中世 ７/24（日） 136

合計　　２遺跡 233

国
土
交
通
省

国道７号朝日温海道路
上野遺跡焼人骨
集積土坑公開

村上市・
新潟医療
福祉大学

縄文 10/30（日） 97

事業名 遺跡名
所在地・
公開会場

主な時代 開催日
参加人数
（名）

合計　　４遺跡

資料 ５


